



















































































































































































































































（12.21））」、「 心 理 的 ス キ ル（M（SD） ＝
36.01（10.20））」「心理社会的スキル（M（SD）
＝24.03（6.89））」という結果であった。各
項目でみると、「正しいダンスができるよう
努力した（M（SD）=2.50（.87））」、「友達と
高等学校におけるダンス授業の効果の検討
－53－
協力して授業に取り組んだ（M（SD）=2.49
（.83））」、「自分からグループに発言できるよ
うになった（M（SD）=2.49（.92））」などの
心理的・社会的なスキルに高い値がみられた。
３．２　各スキルの得点間の関係性
　次に、各スキルの得点間の関係性を表３に
示した。
　それによると、各スキルは非常に強い正の
相関関係にあることがわかった。特に、「心
理的スキル」と「心理社会的スキル」は .90
以上の値であった。体育授業がねらいとする
身体的な能力や運動技術の向上や心理的・社
会的なスキルの獲得に強い関係性を示す結果
となった。
３．３　対象者が現在所属している部活動の
分類での比較
　ダンス授業の効果について、対象者が現在
所属している部活動の分類（体育系・文化系・
無所属）で有意な差がみられるかを一元配置
分散分析によって検証した。結果を以下の表
４に示す。
　分散分析の結果、身体的スキルに有意な主
効果が認められた。Bonferroni 法による多重
比較検定の結果、部活動に所属していない群
表２　各スキルの項目の平均値および標準偏差
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の方が部活動に所属している群よりも得点が
高い結果を示した。
３．４　中学校までのスポーツ経験の有無か
らの比較
　ダンス授業の効果を、対象者の中学校まで
のスポーツ経験の有無で有意な差がみられる
かについて一元配置分散分析によって比較し
た。結果を以下の表５に示す。
　分散分析の結果、身体的スキルや心理的ス
キルおよび心理社会的スキルの三側面におい
て有意な差がみられなかった。また、得点自
体をみてもスポーツ経験群と未経験群の平均
値にほとんど差はみられなかった。
４．考察
　まず、単純集計の結果において身体的スキ
ルや心理的スキルおよび心理社会的スキルへ
の効果について、特に高い得点はみられな
かった．各項目でみると、心理的スキルと心
理社会的スキルに含まれる項目に比較的高い
得点の項目がみられ、身体的スキルの項目に
はみられなかった。このことは、高橋８）が
述べているように競技性志向の強いスポーツ
とは違うダンスの在り方から、ダンス授業が
身体的スキルに大きな効果を与えなかったと
考えられる。一方で、心理的・心理社会的ス
キルの側面に比較的高い得点がみられたこと
は、村田９）や高橋10）がダンスの独自性を述
べているように、コミュニケーション能力の
向上やお互いを認め合う態度および論理的思
考を育むことから、生徒にそのような効果を
もたらしたことが考えられる。
　次に、各スキルの得点間の関係性をみてみ
ると、スキル間で非常に強い正の相関関係が
認められた。これは先述したように、体育授
業は身体的能力や運動技術の向上、さらには
高等学校におけるダンス授業の効果の検討
－55－
心理的や社会的なスキルの獲得が目的とされ
ており５）、本研究で実際に調査したダンス授
業がその目的に沿って行われていたことが示
唆される。
　さらに、各スキルの平均値を対象者が現在
所属している部活動の分類で比較したとこ
ろ、身体的スキルにおいて部活動に所属して
いない群が部活動に所属している群よりも得
点が有意に高かった。多重比較の結果をみて
も文化系や運動系の部活動に所属している群
よりも得点が高い結果が示された。また、心
理的スキルや心理社会的スキルの各側面にお
いても同様に部活動に所属していない群が部
活動に所属している群よりも得点が高い傾向
にあった。上野・中込14）は、高校において
運動部活動に参加している生徒と参加してい
ない生徒のライフスキルを比較し、運動部に
参加している生徒の方が、スポーツ活動にお
ける心理社会的スキルやライフスキル獲得の
程度が高いことを報告しており、本研究結果
はそのようなスキルの獲得について支持しな
い可能性があった。また、各スキルの平均値
を中学校までのスポーツ経験の有無で比較し
たところ、身体的スキル・心理的スキル・心
理社会的スキルのそれぞれの側面において有
意な差はみられなかったが、中学校までス
ポーツ経験が無い群の方が、各スキルの得
点は高い傾向にあった。このことは、中井15）
らが報告しているスポーツ経験が多いほど運
動場面での心理社会的スキルが高いという調
査報告を支持しない結果となった。これらの
ことから、ダンス授業においては、現在の部
活動への所属や中学校までのスポーツ経験が
そのスキル獲得に重要でない可能性が示唆さ
れた。また、ダンス授業は高橋８）が「ダン
ス文化を基盤とする身体表現技術の教育とし
て理解されるべき」と述べているように、身
体的能力の向上よりも自己を表現すること
や、コミュニケーション能力を育むことが期
待されている。そのため、部活動での運動・
スポーツやこれまでの運動・スポーツ経験に
おいて身体的スキルには関係があまりなかっ
たのではないだろうか。しかしながら、本研
究で作成した質問項目においてダンス授業の
みの効果について回答を求めている点から、
現在、部活動に所属していない生徒やこれま
でのスポーツ経験が無い生徒の方がその効果
を実感していることが推察される。反対に、
スポーツ経験がある生徒は、すでにそのよう
なスキルを獲得している可能性が示唆され、
ダンス授業のみではその効果が実感されな
かったのではないか。
　最後に、本研究における限界と今後の主な
課題について述べる。本研究では、ダンス授
業の効果を身体的スキルや心理的スキルおよ
び心理社会的スキルの三側面から検討した
が、ダンス授業の単元の中盤での調査となっ
たため、単元途中におけるダンス授業の効果
であった。今後は、協力校のダンス授業の単
元終了後に追跡調査を行うなどして、再度そ
の効果を検討していく必要がある。また、単
元前にも調査を行うことによって、単元前後
の比較を行うことができ、より詳細にダンス
授業を検討していくことが可能である。さら
には、既存の尺度を用いてダンス授業が生徒
にどのような影響を及ぼすかについても明ら
かにしていくことで、今後の授業改善や発展
のための一助となりうるであろう。
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